










11 実施団体と担当課の事業評価 

４はい  ３どちらかといえば「はい」 ２どちらかといえば「いいえ」  １いいえ  

調査項目  団体  担当課 

(１ )事前の話合いを十分に行い、役割分担は明確になっていた ４ 4 

(２ )事業に最もふさわしい協働形態が選択された ４ 4 

(３ )協働の役割分担は適切だった ４ 4 

(４ )協働相手は適切だった ４ 4 

(５ )対等な立場での協力関係を築けた ４ 4 

(６ )協働相手の自主性・自立性は尊重された ４ 4 

(７ )事業実施は円滑になされた ３ 3 

(８ )設定した目標が達成された ４ 4 

(９ )協働で行うことにより効果がある事業だった ４ 4 

(10)今後の課題と改善策をお互いに話し合った ４ 4 

12 まとめ（今後の課題や改善点など） 

・ 雨天時のプログラムを考えると、施設が隣接している山林での、イベント

実施が望ましい。  

（案：山林隣接の自治会館、空き家等の利用） 

・ 放置山林をフィールドにする場合、森林所有者からの情報提供や境界調査、

隣接森林所有者への挨拶が事前に必要である。 

（案：青梅市内の森林所有者情報の集約化と境界情報の集約化） 

・ 今後、このような森林の魅力を伝えたり感じたりする企画は、増える傾向

にあると思うが、経験者、指導者が不足している。 

（案：指導者育成） 




